
低 炭 素 社 会 に お け る

開 発 工 学 と 企 業 経 営

鳩山首相は国連気候変動サミットにて、2020年までに1990年対比で温室効果ガスの排出

量を25%削減を表明し、日本の環境温暖化対策は国民をあげていよいよ本番の時期を迎えま
した。本学会においても、大企業、中小企業を問わず全ての企業並びに個人がどのような
観点で取り組むべきか「低炭素社会における開発工学と企業経営」のテーマで環境問題に
対する現状の活動報告並びに全員で考え討議するシンポジュームを企画いたしました。
本学会会員のみならず環境問題に関心のある皆さんに参加いただき、積極的に討議に参

画いただきたくご案内いたします。

日本開発工学会

●場所：東京芸術劇場（ＪＲ池袋駅徒歩２分：裏面に地図）

●日時：２００９年１１月１０日(火)  １３．３０～１９．００

年次シンポジウム2009

日本開発工学会事務局 〒160-0022新宿区新宿5-9-20 マイエイム渡辺ビル2F TEL：03-3350-8961 ＦＡＸ：03-3350-9102

〒171-0021 東京都豊島区西池袋1-8-1    電話 03-5391-2111(代)

●主 催 ：日本開発工学会（ＪＤＥＳ） ●協 力 ：産学連携学会 ●後 援 ：日本電子機器輸入協会（JEPIA）

□ 講演
■ エネルギーとＩＴの融合によるスマート産業の出現

（ＲＴネットワーク有限責任事業組合（ＬＬＰ）事務局長 持田昇一）
■ 低炭素社会に向けたガス会社の技術開発動向

（東京ガス株式会社 ソリューション事業部 課長 森本智史）
■ 化学工業界における低炭素化への取組み

（東京理科大学教授 大江修造）
■ 低炭素社会を推進する国際市場向けポータルの取組み

（グリーンジャパン㈱ 代表取締役 純子ニルマラー、取締役 高田暢宏）
□ 総合討論 コーディネーター 副会長、松陰大学大学院教授 角 忠夫
□ 懇親会

●参加費：2,000円（学生、会員：1,000円）・・・会場にてお支払い
●申込方法：Eメールにて、氏名、所属、住所、電話番号、を明記して、

office@jpmot.org へお申し込み下さい。



『低 炭 素 社 会 に お け る 開 発 工 学 と 企 業 経 営』

日本開発工学会

●場所：東京芸術劇場（ＪＲ池袋駅徒歩２分）●日時：2009年11月10日(火)  13.30～19.00

年次シンポジウム2009

〒171-0021 東京都豊島区西池袋1-8-1    電話 03-5391-2111(代)

１３：００～ 受付開始
１３：３０～１３：４０ 開会挨拶 会長 中上 崇

□講演
１３：４０～１４：２０ エネルギーとＩＴの融合によるスマート産業の出現

－低酸素社会における中小連携のビジネスチャンス－
（ＲＴネットワーク有限責任事業組合（ＬＬＰ）事務局長 持田昇一）

１４：２０～１５：００ 低炭素社会に向けたガス会社の技術開発動向
（東京ガス株式会社 ソリューション事業部 課長 森本智史）

１５：００～１５：１５ 休 息
１５：１５～１５：４５ 化学工業界における低炭素化への取組み －蒸留塔の省エネを例として－

（東京理科大学教授 大江修造）
１５：４５～１６：２５ 低炭素社会を推進する国際市場向けポータルの取組み

－海外向け産学官中小ベンチャーの事業機会創出－
（グリーンジャパン㈱ 代表取締役 純子ニルマラー、取締役 高田暢宏）

□総合討論
１６：２５～１６：５５ コーディネーター 副会長 角 忠夫

１６：５５ 閉会挨拶 副会長 角忠夫
１７：００ 閉会
□日本開発工学会よりの連絡事項
１７：０５～１７：３０ ビジネス部会より連絡 主査中上 崇、副主査小泉智善

会則ならびに会員に魅力的なイノベーションの実践場提供サービスの説明
□懇親会
１７：３０～１９：００ 参加者交流＆懇親会
１９：００ 解散

●予定プログラム

［東京芸術劇場の地図］

＜ＪＲ各線から＞
南口改札を出ます。
右前方に地下鉄定期券売り場が
あります。
そこを右折して直進すると、
途中左に「2b」出口と階段があります。

階段を上ると正面に時計台があります。
そこが東京芸術劇場の入口です。

＜地図アクセスマップ＞
http://www.geigeki.jp/access.html


